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　１−１　美容人材マネジメント基礎力養成プログラム全体像
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美容サロン人事評価 学習進行例 

実施形式 学習項目 時間 

講義 

ケーススタディ No.1 導入講義

- 業績評価の概要

- 業績評価の目的

- 業績評価の観点・考え方

- 目標管理シートの構成

1.0 時間 

演習 

ケーススタディ No.1 業績評価シートの分析・作成

- 演習課題(1) 評価項目の考え方の検討（20分）

- 演習課題(2) 目標設定の考え方の検討（20分）

- 演習課題(3) 振り返りの考え方の検討（20分）

- 演習課題(4) 運用上の問題点・課題の検討（30 分）

- 演習課題(5) 業績評価シートの作成（1時間）

2.5 時間 

講義 ケーススタディ No.1 講評・解説 1.0 時間 

講義 

ケーススタディ No.2 導入講義

- 職能評価の概要

- 職能評価の目的

- 職能評価の観点・考え方

- ジョブカード制度の概要

- 評価シートの構成

1.0 時間 

演習 

ケーススタディ No.1 業績評価シートの分析・作成

- 演習課題(1) 作成段階の留意点の検討（20分）

- 演習課題(2) 実施方法の考え方の検討（20分）

- 演習課題(3) 重みづけの考え方の検討（20分）

- 演習課題(4) 運用上の問題点・課題の検討（30 分）

- 演習課題(5) 職能評価シートの作成（1時間）

2.5 時間 

講義 ケーススタディ No.1 講評・解説 1.0 時間 

以上 

１−２　教育プログラム学習進行例
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フリーランス美容師活用 学習進行例

回 集合学習（講義） 時間 個人学習 

第 

1 

回 

・コンセプトの策定

- ブランディングのためのコンセプト 

- サロンのクリエイティブ

- サロンのイメージの確立

- サロンのブランディング

・これからの新卒採用

- これからの新卒採用に向けて

- 新卒採用の事例

- 求人に際しての悩み

- 学生の就職先の決め方

1.5 

時間 

・講義映像聴講

①「コンセプトの策定」

②「これからの新卒採用」

・講義資料 p.1~29 精読

第 

2 

回 

・求人のための Web 活用

- ホームページや SNS の充実

- 採用告知の工夫の事例

・SNS 活用のポイント

- SNS を活用した美容サロンの事例 

- インスタグラム投稿のコツ

- Web コンテンツ充実のポイント

1.5 

時間 

・講義映像聴講

③「求人のための Web 活用」

④「SNS 活用のポイント」

・講義資料 p.30~53 精読

第 

3 

回 

・広告を使った求人

- Web 広告の役割と種類

- Twitter 広告

- Facebook 広告

- Instagram

- LINE 広告

- バナー広告

- 広告配信のシミュレーション

1.5 

時間 

・講義映像聴講

⑤「Web 広告を使った求人」

・講義資料 p.54～78 精読

・ワーク 3問

以上 
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演習課題(1)-a 人事基本理念の作成 – 現状の分析 

演習課題(1)-b 人事基本理念の作成 – 人事基本理念の検討・作成 

演習課題(2) 会社が求める人材像の設定 

演習課題(3) 人事理念の策定 

項目 内容 

経営理念 お客様に美しさと感動を提供し、また来たいと思わせる美容室を従業員皆で協力して作り上げる 

人事基本理念 

会社が求める人材像 

行動指針 

ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP1 人事理念の策定 

演習課題(3) 行動指針の設定 
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演習課題(1) 基本的な等級定義の作成 

等級 定義 職位 

管理業務 
担当者 

等級3 店長・副店長 

主業務 
担当者 

等級2 スタイリスト

補助業務 
担当者 

等級1 アシスタント

ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP2 等級・役職制度の策定 

演習課題(2) 主業務担当者の等級定義の細分化 

等級 定義 職位 

管理業務 
担当者 

等級5 店長・副店長 

主業務 
担当者 

等級4 

スタイリスト等級3 

等級2 

補助業務 
担当者 

等級1 アシスタント
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP2 等級・役職制度の策定 

演習課題(3) 補助業務担当者、管理業務担当者の等級定義の細分化 

等級 定義 職位 

管理業務 
担当者 

等級7 

店長・副店長 

等級6 

主業務 
担当者 

等級5 

スタイリスト等級4 

等級3 

補助業務 
担当者 

等級2 

アシスタント

等級1 
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP3 個別的人材像の設定 

演習課題(1) アシスタントの人材像の設定 

基準項目 等級1（アシスタント１） 等級2（アシスタント２） 

役割 
上司や先輩の指示・指導を受けながら、業務に付随
する補助作業や難易度の低い業務を遂行できる。 

上司や先輩の指示・指導を受けながら、業務に付随
する補助作業や難易度の低い業務を遂行できる。加
えて、ある程度自立的にそれらの業務を遂行できる。 

知識 
シャンプー、パーマ、カラー等に関する基本的な知識
を有している。

技術 
シャンプー、パーマ、カラー等に関わる簡単な作業を
自立的に遂行することができる。

接客 
受付から案内、会計までの流れを理解し、自立的に
遂行することができる。 

人材育成 

コミュニ
ケーション

業務上で必要な報告・連絡・相談をある程度自発的
に行うことができている。 

業務改善 
上司や先輩に業務の効率化について問われた際、
自身の考えを検討し、述べることができる。 
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP3 個別的人材像の設定 

演習課題(2) スタイリストの人材像の設定 

基準項目 等級3（スタイリスト１） 等級4（スタイリスト２） 等級5（スタイリスト３） 

役割 
自身の担当業務を持ち、上司の
示す方針のもと、自身の裁量を
持って自立的に業務を遂行できる。 

自身の担当業務を持ち、上司の
示す方針のもと、自身の裁量を
持って自立的に業務を遂行できる。
加えて、必要に応じて後輩や部下
に対して指導を行うことができる。 

自身の担当業務を自立的に遂行
し、後輩や部下に対して指導を行
うことができる。加えて、自ら他の
社員の模範となる行動・振舞を示
すと共に、経営目標を達成するた
めに主導的に業務を遂行できる。 

知識 
ヘアメイク全般の標準的な技術に
関して高度な知見を有する。

技術 
ヘアメイク全般に関わる業務を高
い水準で遂行することができる。

接客 
接客に関する模範的な行動・振舞
を理解し、ある程度実施すること
ができる。 

人材育成 
上司の指示を受けて、部下や後
輩の指導を行うことができる。 

コミュニ
ケーション

部下や後輩の報告・相談を受けて、
適切な指示・回答を行うことがで
きる。 

業務改善 
自発的に業務改善に関する自身
の意見を上司に提案できる。 
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP3 個別的人材像の設定 

演習課題(3) 店長・副店長の人材像の設定 

基準項目 等級6（副店長） 等級7（店長） 

役割 
店舗の運営統括業務の補佐全般を担当し、店舗の
目標を達成するための具体的な方策を企画立案で
きる。 

会社の基本方針に基づいて、店舗の運営方針や目
標を設定し、その実現に向けて店舗の運営全体を統
括できる。 

知識 
美容室経営を行う上で必要なマネジメントや法律等
に関する知識を有している。 

技術 

接客 
お客様への対応に関する美容室全体としての方針を
策定し、従業員に周知している。 

人材育成 
経営的な観点から現在必要な人材を把握し、その人
材を育成するための教育方針を策定している。 

コミュニ
ケーション

従業員とのコミュニケーションを積極的に図り、現場
の状況をタイムリーに把握している。 

業務改善 
美容室全体の問題を把握した上で、改善方針を策定
し、具体的な改善方法の立案を指示している。 
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP4 人材育成制度の設計 

演習課題(1) 教育項目の整理 

教育項目 実施期間 教育項目 実施期間 

演習課題(2) 新人教育カリキュラムの設計 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

1年目 

2年目 

3年目 

038



ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP5 人事評価制度の設計 

演習課題(1) 評価項目の整理・設定 

＜評価項目一覧＞ 

・リーダーシップ
・責任感
・売上高
・コミュニケーション力
・店販売上高
・店販商品知識
・指名客率
・クリンリネス
・クレーム対応
・顧客管理
・規律順守
・接客マナー
・部下育成

業績評価項目 職能評価項目 

演習課題(2) 業績評価の評価基準の設定 

業績評価項目 
配点 

総計50点 

評価 

S A B C D 

売上高 
(売上実績／ 
売上計画) 

25点 120%以上 
120%未満 
110%以上 

110%未満 
100%以上 

100%未満 
90%以上 

90%未満 

指名客率 
(指名客率実績／ 
指名客率計画) 

店販売上高 
(店販売上実績／ 
店販売上計画) 
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP5 人事評価制度の設計 

演習課題(3) 職能評価の評価基準の設定 

職能評価項目 
配点 
総計50
点 

評価 

S A B C D 

役
割 

リーダーシップ
クリンリネス
部下育成
クレーム対応

機転を利かせた
動きで役割以上
の働きをし、実
績につなげた 

十分に役割を果
たしており、かつ
状況に応じて機
転を利かせた動
きができていた 

求められる役割
を一通り果たし

ていた 

役割を果たして
いたが、一部課
題が残る 

役割を十分に果
たしていたとは
言えない 

能
力 

コミュニケーション
力
店販商品知識
接客マナー

姿
勢 

責任感 
規律順守 
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演習課題(1) 基本給の設定 

評価点 
100点 

アシスタント スタイリスト

等級1 等級2 等級3 等級4 等級5 

S 85点以上 

A 
70点～ 
84点 

B 
55点～ 
69点 

C 
40点～ 
54点 

D 39点以下 

ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL① 

STEP6 給与体系の設計 

演習課題(2) 歩合給の設定 

売上額 歩合給 売上額 歩合給 

40万～ 110万～ 

50万～ 120万～ 

60万～ 130万～ 

70万～ 140万～ 

80万～ 150万～ 

90万～ 160万～ 

100万～ 170万～
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL② 

ワークシート①（経営理念）

• グループで経営理念について検討を行った結果を以下の表に整理しなさい。
• 但しその際、表の項目の削除・追加・変更や表の拡大・縮小等を行っても良い

策定項目 内容 

事業理念 

ビジョン 
事業目標 

コンセプト

行動指針 

ターゲット顧客

エモーショナル
ベネフィット

ファンクショナル
ベネフィット
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美容室における人事マネジメントPBL② 

ワークシート②（人事理念）

策定項目 内容 

人事基本理念 

会社が求める人材像 

行動指針 

• グループで人事理念について検討を行った結果を以下の表に整理しなさい。
• 但しその際、表の項目の削除・追加・変更や表の拡大・縮小等を行っても良い
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等級 定義 職位 

管理業務 
担当者 

等級7 

店長・副店長 

等級6 

主業務 
担当者 

等級5 

スタイリスト等級4 

等級3 

補助業務 
担当者 

等級2 

アシスタント

等級1 

• グループで職能資格等級制度について検討を行った結果を以下の表に整理しなさい。
• 但しその際、役割・等級数・職位の削除・追加・変更等を行っても良い。

美容室における人事マネジメントPBL② 

ワークシート③（職能資格等級フレーム）
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL② 

ワークシート④（等級基準書）

等級1 等級定義書 （役割分類： 職位名： ） 

基準項目 等級定義 

役割 

知識 

技術 

接客 

人材育成 

コミュニ
ケーション

業務改善 

等級2 等級定義書 （役割分類： 職位名： ） 

基準項目 等級定義 

役割 

知識 

技術 

接客 

人材育成 

コミュニ
ケーション

業務改善 

• グループで各等級の人材像について検討を行った結果に基づき、以下の等級定義書のフォーマット
を活用して、それぞれの等級に対応する等級基準書を作成しなさい。

• その際、基準項目については適宜、削除・追加・変更等を行っても良い。
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ワーク
シート

美容室における人事マネジメントPBL② 

ワークシート⑦（基本給）⑧（歩合給）

• グループで基本給について検討を行った結果を、以下の表に整理しなさい。
• 但しその際、等級については、ステップ2で作成した職能資格等級フレームに合わせて適宜変更する
こと。

評価点 
100点 

アシスタント スタイリスト

等級1 等級2 等級3 等級4 等級5 

S 

A 

B 

C 

D 

売上額 歩合給 売上額 歩合給 

• グループで歩合給について検討した結果を、以下の表に整理しなさい。
• 但しその際、フォーマットについては適宜、改変してもよい。
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サロン人材評価の方法 ケーススタディ

▼学習テーマ

No. 学習テーマ 

No.1 業績評価シート（目標管理シート）の分析・作成 

No.2 職能評価シート（ジョブカード）の分析・作成 

▼ケーススタディ教材①

No. 学習テーマ 

No.1 業績評価シート（目標管理シート）の分析・作成 

【問題】 

美容室の評価には大きく2種類あります。そのうちのひとつが「業績評価」です。 

 業績評価は、仕事の“結果“を評価する評価手法です。すなわち、美容室で言えば、例

えば売上高や指名客数などの数値実績を評価します。 

この評価を実施する際の観点として最も合理的なのは、目標達成率に着目する考え方で

す。期初に立てた目標を達成できたかどうかという観点で評価を行うものです。 

参考事例1および参考事例2に示すシートは、とある美容室でアシスタントおよびジュニ

アスタイリスト向けに使用されている目標管理シートと呼ばれるものです。目標管理シー

トには、売上高、指名客数などの評価項目に対し、“目標数値“と”実績数値“を記入す

る項目が設定されているのが一般的です。このシートを活用して、実績数値が目標数値を

達成できたかどうかを管理するのが目標管理シートの目的となります。

 参考事例1および参考事例2に示した目標管理シートの事例を参照しながら、3つの課題

について検討を行いなさい。 

【参照資料】 

Salon Management Book Vol.2 評価と賃金 

Case1 FORIS p.29「アシスタントの育成と評価」 

p.30「ジュニアスタイリストの育成と評価」

【検討課題】 

(1) 参考事例1のアシスタント用目標管理シートと参考事例2のジュニアスタイリス

ト用目標管理シートでは、設定されている評価項目が異なります。どのように異

なるか、また、なぜ異なるのかについて分析しなさい。

(2) 参考事例１・参考事例２ではいずれも各項目について毎月の数値目標が設定され

ています。この数値目標を各従業員に設定させる際、留意すべき事項にどのよう

な事柄があるか、検討しなさい。

(3) 参考事例１・参考事例２ではいずれも、4月の目標を達成できていない項目があ

ります。このような場合、各従業員に対しなぜ達成できなかったかという振り返

りを行わせ、翌月以降の業務の取組み方に活かしていくように指導しなければな

りません。この振り返りを行わせる際の留意事項を検討しなさい。

(4) 参考事例に示した業績評価シートを、あなたの所属するまたは経営する美容室で

活用する場合、どのような問題点・課題が生じると考えられますか。5つ以上挙

げなさい。

(5) あなたの所属するまたは経営する美容室で活用するための業績評価シートを作

成しなさい。その際、参考事例を参照しながら、(4)で挙げた問題点・課題に留

意しつつ、検討を行いなさい。
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▼ケーススタディ教材②

No. 学習テーマ 

No.2 職能評価シート（ジョブカード）の分析・作成 

【問題】 

 美容室の評価には大きく2種類あります。No,1では、そのうちの1つである「業績評価」

を取り扱いました。次に、もう1つの評価である「職能評価」について取り扱います。“職

能“とは”職務遂行能力”の略称です。 

業績評価は仕事の結果、すなわち実績を評価する手法でした。対して、職能評価は、実

績を出すプロセス、すなわち仕事ぶりを評価する手法です。美容室で言えば、例えば仕事

に取り組む姿勢やコミュニケーション、チームワーク、個別の技能の習得度などがこれに

相当します。 

 職能評価を行う際には、職種ごとに期待する役割や必要な能力、姿勢などを整理したチ

ェックシートを作成します。参考事例に提示したのは、HABIA JAPAN（英国発国際美容技

能証明「HIQ」の日本における認証機関）が公表しているアシスタントの評価シートです。 

 この参考事例を参照しながら、職能評価シートに関する3つの課題について検討を行い

なさい。 

【参照資料】 

HABIA JAPAN  http://www.japan.habia.org/index.html 

・HIQ×ジョブカード制度 http://www.japan.habia.org/jobcard/index.html

・評価シート

http://www.japan.habia.org/hiq/img/hairdressing_stylist_sheet.pdf 

【検討課題】 

(1) 参考事例で示したような職能評価シートは、社員全員で共有して使用します。こ

のシートの活用場面を想定したとき、作成する段階でいくつかの注意点がありま

す。どのようなことに注意して評価シートを作製すればよいか、検討しなさい。 

(2) 参考事例で示したような職能評価シートを活用する際には、同じシートを活用し

て自己評価と客観評価を行い、すり合わせを行うのが一般的な運用方法です。な

ぜ自己評価と客観評価の両面から評価を行う必要があるのか、その理由を検討し

なさい。

(3) 今回示した参考事例では、「職務遂行のための基本的な能力」「技能・技術に関

する能力 (1)基本的事項」「技能・技術に関する能力 (2)専門的事項」の3つの

大項目に分類して評価項目が設定されており、それぞれの大項目では、設定され

ている評価項目の種類が異なっています。美容室によってどのような能力を社員

に期待するかが異なるため、評価を実施する際にはその美容室の価値観に基づい

て、項目ごとに重みづけを行うのが一般的です。3つの大項目のうち、どの項目

をより重要視して評価するか、また、その理由を検討しなさい。

(4) 参考事例に示した職能評価シートをあなたの所属するまたは経営する美容室で

活用する際、どのような問題点・課題が生じると考えられますか。5つ以上挙げ

なさい。

(5) あなたの所属するまたは経営する美容室で活用するための職能評価シートを作

成しなさい。その際、参考事例を参照しながら、(4)で挙げた問題点・課題に留

意しつつ、検討を行いなさい。
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1-4 研修講座副教材（個人学習コンテンツ）

本実証講座では、集合学習における学習内容を踏まえつつ、特に「人事マネジメント PBL

①」「人事マネジメント PBL②」「美容サロン人事評価」「フリーランス美容師」の領域に重

点を置いてWEBラーニングを作成した。 

受講者は、主にスマートフォン等の端末を利用して自主学習を進めることができる。以下

に、このWEBラーニングの仕様・構成について説明する。 
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美容版 HRMPBL① e ラーニング使用説明書 

(1) ログイン

① 下記 URL にスマートフォンまたはタブレットからアクセスする。

http://www.daibi.biz/dbpbl/ 

② ユーザ名・パスワードを入力してログインする。

(2) 学習メニューの選択

① トップメニューから「人事マネジメント PBL①」を選択する。

② 表示された学習メニューから学習したいステップを選択する。

(3) 学習の進め方

① 学習メニューから STEP1 から STEP6 までのいずれかの項目を選択する。

② まず選択した STEP の演習課題が表示される。精読後、「次頁へ」を押す。

③ 次に、当該 STEP の学習をすすめる上での前提情報や、参考事例が表示される。参考

事例について外部のウェブサイト閲覧する必要がある場合には「サイトを開く」と

いうボタンが表示されるため、適宜参照する。精読後、「次頁へ」を押す。

④ 演習問題の 1つ目が表示される。課題を精読して検討を行った上で、入力フォーム

に解答を入力する。入力後、「次頁へ」を押す。

⑤ 演習問題の 2つ目が表示される。1つ目の課題同様、課題を精読して検討を行った上

で、入力フォームに解答を入力する。入力後、「次頁へ」を押す。

①人事マネジメント PBL①を選択

＜トップメニュー＞ ＜学習メニュー＞ 

②学習したい項目を選択
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⑥ 以降、すべての課題が終了するまで同様の操作を繰り返す。

⑦ すべての演習課題への解答が終わると、「メニューに戻る」のボタンが表示されるの

で、それを押してメニューに戻り、次の STEP の学習へと移る。

＜STEP1 演習課題(1)-a＞

③課題を検討し解答を入力して次頁

へを選択 

＜STEP1 演習課題(1)-b＞ 

④同様に課題を検討し解答を入力し

て次頁へを選択 

＜STEP1 演習課題＞ 

①演習課題を精読して次頁へを選択 ②前提情報・参考事例を精読して次頁へを選択

＜STEP1 前提情報・参考事例＞
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以上 

⑤同様に課題を検討し解答を入力し

て次頁へを選択 

⑥同様に課題を検討し解答を入力し

て次頁へを選択 

⑦解答終了後、メニューに戻るを選択

＜STEP1 演習課題(2)＞ ＜STEP1 演習課題(3)＞ 

＜STEP1 演習課題(4)＞ 
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美容版 HRMPBL② e ラーニング使用説明書 

(1) ログイン

① 下記 URL にスマートフォンまたはタブレットからアクセスする。

http://www.daibi.biz/dbpbl/ 

② ユーザ名・パスワードを入力してログインする。

(2) 学習準備

① トップメニューから「人事マネジメント PBL②」を選択する。

② 「人事マネジメント PBL②ワークシート」を選択する。

③ PDF 資料がダウンロードされるので、印刷して学習の準備をする。

(3) 学習の進め方

① 学習メニューから STEP1 から STEP6 までのいずれかの項目を選択する。

② 選択した学習メニューの教材が PDF 形式でダウンロードされるので、精読しながら、

印刷したワークシートに記入を行う。

①人事マネジメント PBL②を選択

＜トップメニュー＞ ＜学習メニュー＞ 

②学習したい項目を選択
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以上 

＜学習メニュー＞ 

①学習したいステップを選択

＜STEP1 教材＞ 

②教材がダウンロードされるので精読

＜STEP1 ワークシート＞ 

③教材を読みながらワークシートに記入
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美容サロン人事評価 eラーニング使用説明書 

(1) ログイン

① 下記 URL にスマートフォンまたはタブレットからアクセスする。

http://www.daibi.biz/dbpbl/ 

② ユーザ名・パスワードを入力してログインする。

(2) 学習メニューの選択

① トップメニューから「美容サロン人事評価」を選択する。

② 表示された学習メニューから学習したい項目を選択する。

(3) 学習の進め方

① 学習メニューからケース No.1 とケース No.2 のいずれかの項目を選択する。

② 項目メニューが表示され、問題資料と参考事例のダウンロード URL が表示される。

③ 「問題資料」を選択すると、問題資料の PDF ファイルがダウンロードされる。まず

これを精読する。

④ 「参考事例」を選択すると、該当資料の PDF ファイルがダウンロードされる。問題

資料と併せて内容を確認する。

⑤ 「戻る」を押すと学習メニューに戻る。

①フリーランス美容師を選択

＜トップメニュー＞ ＜学習メニュー＞ 

②学習したい項目を選択
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以上 

＜項目メニュー＞ 

①「問題資料」を選択して PDF フ

ァイルをダウンロード 

②「参考事例」を選択して PDF フ

ァイルをダウンロード 
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フリーランス美容師 eラーニング使用説明書

(1) ログイン

① 下記 URL にスマートフォンまたはタブレットからアクセスする。

http://www.daibi.biz/dbpbl/ 

② ユーザ名・パスワードを入力してログインする。

(2) 学習準備

① トップメニューから「フリーランス美容師」を選択する。

② 「講義資料」を選択する。

③ PDF 資料がダウンロードされるので、印刷して学習の準備をする。

(3) 学習の進め方

① トップページから「フリーランス美容師」を選択すると、講義資料・ワークのダウ

ンロード URL および講義映像 5点が表示される。

② 各動画について再生ボタンを押すと動画が再生される。講義資料を見ながら聴講し、

①フリーランス美容師を選択

＜トップメニュー＞ ＜学習メニュー＞ 

②講義資料を選択
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学習を進める。 

③ また、動画を聴講する際、動画画面右下の全画面ボタンを押すと、画面が拡大する

ので適宜、活用すること。

以上 

全画面ボタン 再生ボタン 

＜学習メニュー＞ 

学習したい動画を適宜再生 
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1-5 研修講座主教材 eラーニングコンテンツ

本事業では、平成 28年度の成果物をもとに、WEBラーニングを作成した。 

受講者は、主にスマートフォン等の端末を利用して自主学習を進めることができる。以下

に、このWEBラーニングの仕様・構成について説明する。 
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マネジメント基礎ケーススタディ e ラーニング使用説明書

(1) ログイン

① 下記 URL にスマートフォンまたはタブレットからアクセスする。

http://www.daibi.biz/sm/ 

② ユーザ名・パスワードを入力してログインする。

(2) 学習メニューの選択

① トップメニューから「総論的学習 マネジメント基礎ケーススタディ」を選択する。 

② 表示された項目から学習したい項目を選択する。

(3) 学習の進め方

① 学習メニューからいずれかの項目を選択する。

② 項目を選択すると項目メニューが表示され、上段に「問題」の資料・音声・動画、

下段に「解説」の資料・音声・動画が表示される。

③ まず、「問題資料」を選択すると、問題資料の PDF データがダウンロードされる。

④ 次に、問題資料を閲覧しながら音声または動画を聴講し、課題について検討を行う。

⑤ 解答が終わった後、まず、「解説資料」を選択する。解説資料の PDF データがダウン

ロードされる。

①総論的学習 マネジメント基礎ケー

ススタディを選択

＜トップメニュー＞ ＜学習メニュー＞ 

②学習したい項目を選択
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⑥ 次に、解説資料を閲覧しながら音声または動画を聴講し、自身の解答を振り返る。

⑦ 「戻る」を押すとケーススタディの学習メニューに戻る。

以上 

＜項目メニュー＞ 

①「問題資料」を選択して PDF フ

ァイルをダウンロード 

②音声または動画を再生して問

題の説明を聴講 

※音声および動画は、同じ内容

を取り扱うため、任意でいずれ

かを聴講すればよい 

③「解説資料」を選択して PDF フ

ァイルをダウンロード 

②音声または動画を再生して解

説の説明を聴講 

※音声および動画は、同じ内容

を取り扱うため、任意でいずれ

かを聴講すればよい 
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美容サロンマネジメント PBL  e ラーニング使用説明書 

(1) ログイン

① 下記 URL にスマートフォンまたはタブレットからアクセスする。

http://www.daibi.biz/sm/ 

② ユーザ名・パスワードを入力してログインする。

(2) 学習メニューの選択

① トップメニューから「各論的学習 美容サロンマネジメント PBL」を選択する。

② 表示された項目から学習したい項目を選択する。

(3) 学習の進め方

① 学習メニューからいずれかの項目を選択する。

② 項目を選択すると項目メニューが表示され、資料、課題ワークシート、音声、動画

が表示される。

③ まず、講義資料を選択すると、講義資料の PDF データがダウンロードされる。

④ 次に、講義資料を見ながら、音声または動画を聴講する。

⑤ 講義聴講後、課題ワークシートを選択し、課題ワークシートの PDF データをダウン

ロードする。

①各論的学習 美容サロンマネジメン

ト PBL を選択

＜トップメニュー＞ ＜学習メニュー＞ 

②学習したい項目を選択
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⑥ 講義内容を参考に、ワークシートの作成を行う。

⑦ 「戻る」を押すと美容マネジメント PBL 学習メニューに戻る。

以上 

＜項目メニュー＞ 

①「講義資料」を選択して PDF フ

ァイルをダウンロード 

②「課題ワークシート」を選択し

て PDF ファイルをダウンロード

③音声または動画を再生して講

義を聴講 

※音声および動画は、同じ内容

を取り扱うため、任意でいずれ

かを聴講すればよい 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容人材マネジメント基盤力養成講座 

実施日時 
平成 ２９年  ７月 １０日（ 月 ） 

午前・午後 １０： ００ ～ 午前・午後 １ ： ００ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・サロン開業心得と出店計画を学ぶ

・コンセプト策定と商圏分析を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．マネジメント基本思考/ドラッカーの５つの質問 

  ①「使命」の事例紹介 

  ②「顧客」12 タイプ女性像の基本属性 

「顧客」12 タイプ女性像のSNS利用実態 

「顧客」12 タイプ女性像の消費行動 

「顧客」非顧客 

  ③「価値」サロン利用者アンケート 

  ④「成果」の事例紹介 

  ⑤「計画」創業者実態・立地条件 

２．美容サロン開業準備 

  サロンコンセプト策定ワーク 

１２０分 

６０分 

使用教材・資料 

美容サロンマネジメントテキスト（平成２８年度開発） 

サロンコンセプト策定シート

PPT 資料「ドラッカーの５つの質問」 

２．実証講座①（平成28年度開発分)
２−１　研修講座計画
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受講者募集に際し、次のようなチラシを作成し、告知した。

２−２　告知
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▼講座模様

２−３　模様

105



２−４　結果
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座 

実施日時 
平成 ２９年 12 月  4 日（ 月 ）※12 月 11 日(月)も同じ 

午前・午後 １０： ００ ～ 午前・午後 １ ： ００ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・サロン開業心得と出店計画を学ぶ

・コンセプト策定と商圏分析を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．マネジメント基本思考/ドラッカーの５つの質問 

  ①「使命」の事例紹介 

  ②「顧客」12 タイプ女性像の基本属性 

「顧客」12 タイプ女性像の SNS 利用実態 

「顧客」12 タイプ女性像の消費行動 

「顧客」非顧客 

  ③「価値」サロン利用者アンケート 

  ④「成果」の事例紹介 

  ⑤「計画」創業者実態・立地条件 

２．美容サロン開業準備 

  サロンコンセプト策定ワーク 

1０分 

20 分 

20 分 

20 分 

10 分 

10 分 

1０分 

20 分 

６０分 

使用教材・資料 

美容サロンマネジメントテキスト（平成２８年度開発） 

サロンコンセプト策定シート

PPT 資料「ドラッカーの５つの質問」 

３．実証講座②
３−１−１　研修講座計画（大阪）
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座オリエンテーション 

実施日時 
平成 ２９年 12 月 11 日（ 月 ） 

午前・午後 １ ： ３０ ～ 午前・午後 ３ ： ００ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・美容 HRM 人材養成プログラムの必要な要因を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容学生の就業意識 

  ①志望している美容関連職業 

  ②就職決定時の重視点 

  ③将来のサロン経営意向 

２．美容サロン開業準備 

  ①人生 100 年時代 

②LIFE SHIFT

③WORK SHIFT

３．WORK SHIFT の要因（IT） 

４. WORK SHIFT の現象（フリーランス）

５. WORK SHIFT の現象（QB ハウス）

６. WORK SHIFT の要因（高齢化／グローバル）

１０分 

１０分 

２０分 

１５分 

１５分 

１０分 

使用教材・資料 

PPT 資料「Styling the Lifestyle」 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容サロンにおける SNS を活用した人材採用戦略講座 

実施日時 
平成 ２９年 12 月 11 日（ 月 ） 

午前・午後 ３ ： ００ ～ 午前・午後 ４ ： ３０ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 井川涼太（株式会社トライアウト） 

学習目標 

・サロンコンセプトに基づいた人材採用戦略を学ぶ

・WEB（SNS）の活用を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．サロンイメージの確立 

２．サロンイメージの共有 

３．サロンブランディング 

４．新卒採用の基礎知識 

５．WEB の活用（HP、SNS） 

６．WEB 広告（SNS） 

５分 

５分 

５分 

１５分 

３５分 

２５分 

使用教材・資料 

PPT 資料「美容サロンにおける SNS を活用した人材採用戦略講座」 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP①」 

実施日時 
平成 ３０年 1 月  １５日（ 月 ） 

午前・午後 １０： ００ ～ 午前・午後 １ ： ００ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・人事理念の策定の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室の経営理念 

２．人事基本理念の作成 

３．会社が求める人材像の設定 

４．行動指針の設定 

５．人事理念の策定 

６．人事理念の作成（発展） 

６０分 

20 分 

20 分 

20 分 

20 分 

40 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP②」 

実施日時 
平成 ３０年 1 月  １５日（ 月 ） 

午前・午後 １ ： ３０ ～ 午前・午後 ３ ： ００ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・等級・役職制度の策定の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室における職能資格等級フレーム 

２．職能資格等級フレームの基本的な考え方 

３．基本的な等級定義の作成 

４．主業務担当者の等級定義の細分化 

５．補助業務担当、管理業務担当の等級定義の細分化 

25 分 

20 分 

15 分 

15 分 

15 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 

111



美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP③」 

実施日時 
平成 ３０年 1 月  １５日（ 月 ） 

午前・午後 ３ ： ００ ～ 午前・午後 ４ ： ３０ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・個別的人材像の設定の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室における等級基準 

２．等級基準の基本的な考え方 

３．アシスタントの人材像設定 

４．スタイリストの人材像設定 

５．店長・副店長の人材像設定 

25 分 

20 分 

15 分 

15 分 

15 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 
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受講者募集に際し、次のようなチラシを作成し、告知した。

３ー１−２　告知（大阪）
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▼講座模様

３−１−３　模様（大阪）
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３−１−４　結果（大阪）
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「体験版サロン経営ゲーム」 

実施日時 
平成 ３０年  1 月 ３０日（ 火 ） 

午前・午後 １０ ： ００ ～ 午前・午後 １ ： ００ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 河島健（一般社団法人 一生美容に恋する会 会長） 

学習目標 

・サロン経営の全般を疑似体験を通じて、経営の為に必要な知識を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．ゲームのルール説明 

２．出店計画 

  ①サロン形態（カット専門店、通常サロン、トー

タルビューティサロン）

    ②出店計画（立地、サロン規模、スタッフ数） 

３．プレ １ターム（説明しながら、行っていく） 

４．本番 ４ターム（1 ターム 25 分×４） 

５．テーブルディスカッション（もっと利益を上げる

にはどうすればよかったのか？） 

６．ロジックツリー作成 

７．レクチャー（売上ツリー、ミッション、ビジョン

ある店づくり、顧客づくり） 

10 分 

15 分 

20 分 

100 分 

10 分 

15 分 

10 分 

使用教材・資料 
体験版サロン経営ゲーム「Virtual Salon Manegement」 

３−２−１　研修講座計画（千葉）
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP⓪」 

実施日時 
平成 ３０年 1 月 ３０日（ 火 ） 

午前・午後 １ ： ３０ ～ 午前・午後 ２ ： ３０ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・経営理念の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．マネジメント基本思考/ドラッカーの５つの質問 

２．美容室の経営理念 

３．サロンコンセプト策定ワーク（選択記述） 

４．サロンコンセプト策定ワーク（自由記述） 

５．美容室の人事制度 

5 分 

20 分 

10 分 

15 分 

10 分 

使用教材・資料 

美容サロンマネジメントテキスト（平成２８年度開発） 

サロンコンセプト策定シート

PPT 資料「ドラッカーの５つの質問」 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP①」 

実施日時 
平成 ３０年 1 月  ３０日（ 火 ） 

午前・午後 ２ ： ３０ ～ 午前・午後 ３ ： ３０ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・人事理念の策定の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室の経営理念 

２．人事基本理念の作成 

３．会社が求める人材像の設定 

４．行動指針の設定 

５．人事理念の策定 

2０分 

10 分 

10 分 

10 分 

10 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP②」 

実施日時 
平成 ３０年 1 月  ３０日（ 火 ） 

午前・午後 ３ ： ３０ ～ 午前・午後 ４ ： ３０ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・等級・役職制度の策定の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室における職能資格等級フレーム 

２．職能資格等級フレームの基本的な考え方 

３．基本的な等級定義の作成 

４．主業務担当者の等級定義の細分化 

５．補助業務担当、管理業務担当の等級定義の細分化 

20 分 

５分 

10 分 

10 分 

15 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP③」 

実施日時 
平成 ３０年 ２月  ６日（ 火 ） 

午前・午後 １０ ： ００ ～ 午前・午後 １１ ： ３０ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・個別的人材像の設定の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室における等級基準 

２．等級基準の基本的な考え方 

３．アシスタントの人材像設定 

４．スタイリストの人材像設定 

５．店長・副店長の人材像設定 

25 分 

20 分 

15 分 

15 分 

15 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP④」 

実施日時 
平成 ３０年 ２月  ６日（ 火 ） 

午前・午後 １１ ： ３０ ～ 午前・午後 １ ： ００ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・人材育成制度設計の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室の新人教育カリキュラム 

２．新人教育カリキュラム(３年)の設計 

３．ジョブカードの活用 

４．教育訓練カリキュラム(6 ヶ月)の策定 

40 分 

20 分 

15 分 

15 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 
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美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP⑤」 

実施日時 
平成 ３０年 ２月  ６日（ 火 ） 

午前・午後 １ ： ３０ ～ 午前・午後 ３ ： ００ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・人事評価制度設計の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室における人事評価制度の基本的な考え方 

２．評価項目の整理・設定 

３．業績評価の評価基準の作成 

４．職能評価の評価基準の作成 

40 分 

10 分 

20 分 

20 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 

133



美容人材マネジメント基盤力養成プログラム 実証講座 計画書 

講座名 美容 HRM 人材養成講座「美容室における人事マネジメント STEP⑥」 

実施日時 
平成 ３０年 ２月  ６日（ 火 ） 

午前・午後 ３ ： ００ ～ 午前・午後 ４ ： ３０ 

対象学科等 サロン経営者・独立開業志向の美容師

担当講師名・所属 谷本佳隆（大阪美容専門学校 副校長） 

学習目標 

・給与体系設計の基礎を学ぶ

授業計画 

内容 時間配分 

１．美容室における給与体系の基本的な考え方 

２．美容室の給与体系の参考事例 

３．基本給の設定 

４．歩合給の設定 

25 分 

25 分 

20 分 

20 分 

使用教材・資料 

サロンマネジメントブック vol.1 社保と賃金

サロンマネジメントブック vol.2 評価と賃金

サロンマネジメントブック vol.3 働き方と賃金

PPT 資料「美容版 HRM PBL」 
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受講者募集に際し、次のようなチラシを作成し、告知した。

３−２−２　告知
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▼講座模様

３−２−３　模様（千葉）
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３−２−４　結果（千葉）
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３−２−５　受講成果（千葉）
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美容室における人事マネジメントPBL①
STEPO経営理念の策定

コンセプトシート

1サロンの事業理念 2サロンのビジョン ・ 事業目標

（いかなるミッションを持って事業を行うか）

2和孤い燭翠＼

（いかなるビジョンを持って事業を行うか）

¢吹で心凸疇走 9

l 
堤恢

3サロンのコンセプト
·-――――――――― ―ー・＿＿ ＿＿＿＿＿ 

（サロン事業内容の趣旨に関する標語・宣言）

迄辰狐噂恥閲ぶ孔→1訃釦知町ク

4サロンのマニフェスト ・ 行動指針

｀
 

5サロンのターゲット顧客

（サロンのメイン顧客になるコアターゲットの設定）

塁元『j/ 厭贔
「

――

6Aサロンの工モーショナル ・ ベネフィット
----. . -・-----------――――-----·

（サロンが提供する情緒的価値）

穴殻妙い裏:tJが‘ 珈;;'

68サロンのファンクショナル ・ ベネフィット
····--―............... -···········--··--········ 

（サロンが提供する機能的価値）

r 各 ｀／—;:-:.、 拿

I ふ— t ダ(Iし絨直
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美容室における人事マネジメントPBL①

STEP1人事理念の策定 ゜
演習課題(3)人事理念の策定

課題(1)から(3)までの内容を以下の表に整理しなさい。その際、 項目間で内容に矛盾点等がないかを確認しなさい。

項目 I . . • , • • • . 内容

お客様に美しさと感動を提供し、また来たいと思わせる美容室を従業員皆で協力して作り上げる

慎出厨如 t叫亥戸直心（プと

経 営 理 裂 冤応で吟付 I厨及い）．

人 事基本理念

会社が求める
人 材 像

行 動 指 針

ふ紅p泣佑嘉刃叩し這涵，・す．

乃ふ磁屑r直パ達噂:ぁ炉芦）

《汗(p]尻11 ?"-只咋汀;r_

訳砂印五羞で

\/-i、-涵穴咳旦届虞展詞elf 砂．
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美容室における人事マネジメントPBL①

STEP2等級・役職制度の策定
—

． 

演習課題(3)補助業務担当者、管理業務担当者の等級定義の細分化

等級
-

定義
--――――一----・-

職位
---――-- - - -

幻ブ・亙言グ幻わ官Jfj\� 窯五忍正
等級7 邸噌露奏退暉

管理業務
店長・副店長担当者

闘印釦虐疇 I� 訂□麟厨証
等級6

幻、 17 青八汀鱈爪＇
（課題2の記述内容を転載）

等級5 万叩l責八麟［亙乞叡ち脊

（課題2の記述内容を転載）

主業務 等級4 責勺厨恥
担当者

． スタイリスト

（課題2の記述内容を転載）

＼ 

等級3 予斤／狐（招主認）心fi'.Z喜］

等級2
多 1叩-zfq加』介畠冦、

補助業務
担当者

信忍信バ亨TJ杖げ砂J 、

アシスタント

等級1

戸い星狂羞虞聾
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４．参考資料
４−１　実証講座資料「ドラッガーの５つの質問」
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４−２　実証講座資料「Styling the Lifestyle」
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４−３　実証講座資料「体験版サロン経営ゲーム」
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美容HRM人材実務力評価指標

能  力 概  要 レベル 職務遂行のための主な評価基準 

人事企画 職群・資格制度、人事

評価、職務分析・職務

評価等の各種人事制

度の設計及び運用を

行う能力 

スタッフ  会社の人事制度、評価制度、昇進・昇格制度、他社における最近の人

事管理の動向など、人事企画実務の推進に必要な基本的事項を理解し

ている。

 従業員の昇進、賃金決定等に資するための基本的な統計資料を的確に

作成している。

 従業員の昇進、賃金決定等に資するための基本的な統計資料にはどの

ようなものがあるか、正しく理解している。

シニア・スタッフ  人事制度に関する専門的知識を有し、上位方針を踏まえて職群コース

体系、等級制度、専門職制度等の立案を行っている。

雇用管理 人員計画の作成から、

募集・採用、人事異

動・選抜・登用、出向・

転籍、退職・解雇まで

の運用・管理を行う能

力 

スタッフ  会社の人員計画、採用の方法と手順、他社における最近の人事管理の

動向など、雇用管理実務の推進に必要な基本的事項を理解している。

 従業員の採用、配置等に資するための基本的な統計資料を的確に作成

している。

シニア・スタッフ  総額人件費や人員構成の現状・将来予測等の分析に基づき、長期、中

期及び短期の人員計画を立案している。

 上位方針を踏まえ、経営情報システム部門の担当者等と連携しながら

人事情報システムの計画を立案している。

 会社紹介資料の作成、採用試験の準備と実施、ハローワークや広告会

社等との折衝、採用内定者に対するフォローなど、採用に関する実務

を的確に遂行している。

賃金管理 賃金・総額人件費管理

及び賃金施策の立

案・推進や退職給付諸

制度の設計と運用を

行う能力 

スタッフ  会社の賃金・退職金制度や労働・社会保険に関する事務手順、世間の

賃金制度改革の動向など、賃金・社会保険実務の推進に必要な基本的

事項を理解している。

 税制や労働・社会保険法令等の基本を理解し、各種の賃金計算事務を

正確に遂行している。

シニア・スタッフ  必要な情報を収集し、総額人件費の現状分析、他社との比較分析等を

的確に行っている。

 関係法令を踏まえ、賃金・退職金、企業年金など賃金管理に関する実

務を遂行している。

人材開発 経営方針及び人事施

策に連動した人材開

発基本方針及び教育

研修ニーズを踏まえ、

各種人材開発カリキ

ュラムの設計から実

施及びフォローアッ

プ、教育研修評価に関

する立案と推進を行

う能力 

スタッフ  会社の人材開発体系、人材開発計画、研修プログラムなど、人材開発

実務の推進に必要な基本的事項を理解している。

シニア・スタッフ  上位方針を踏まえ、人材開発に関する基本方針・基本計画の具体化に

向けた立案を行っている。

 OJT、Oｆｆ-JT 及び自己啓発に関する動向や、公的助成制度について

定期的に情報収集し、自社に活用できるものは積極的に活用している。 

 社内の教育訓練ニーズや人事戦略との整合性を念頭に置きながら、短

期（年度）及び中長期の人材開発計画を的確に起案している。

 会社及び従業員のニーズを把握・分析し、OJT、Oｆｆ-JT 及び自己啓

発に関する体系的な教育計画やプログラムを企画・立案している。

４ー４　実務力評価指標
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